
発
刊
！◉定価＝本体4400円＋税

　A5上製　464頁
　ISBN978-4-86578-446-6

〒 162-0041　東京都新宿区早稲田鶴巻町 523
℡ 03-5272-0301 ／ FAX 03-5272-0450
https://www.fujiwara-shoten.co.jp/

オ
ラ
ン
ダ
、
清
朝
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
な
ど
諸
勢
力
の
狭
間
を
生
き
て
き
た
台
湾
と
い
う
空
間
の
、

先
史
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
歴
史
を
、
通
史
と
事
典
的
記
述
を
両
輪
に
、

65
名
の
気
鋭
の
執
筆
陣
が
描
く
。

歴
史
・
地
域
研
究
の
入
門
書
と
し
て
、

更
に
深
い
知
識
へ
と
導
く
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
し
て
、
読
者
必
携
の
一
冊
！



　台湾が、日本のみならず世界の強い関心を集めている。民主主
義の実践、ハイテク産業の競争力、移行期正義やマイノリティの権
利擁護の取り組み、文学や映画、芸術の魅力、中国との複雑な関
係など、台湾の「いま」に興味をひかれる理由は様々だろう。しか
し、ひとたび台湾に関心を抱き、その「いま」について学び始めれば、
即座に「台湾とはなにか」という問いに直面せざるをえない。
　こんにちの台湾は、国際社会の一員として、また日本の隣人として、
確固とした存在感を放っている。しかし、国際社会における台湾の
存在は決して自明ではない。中国とのあいだには、矛盾と困難に満
ちた強い緊張関係が存在し、台湾社会のなかでもナショナル・アイ
デンティティをめぐる葛藤と分断がある。台湾は、どこから来て、どこに

向かうのか。そもそも台湾とはいったい何なのか――。
　本書では、実証的な学術研究を基盤として、台湾の歴史に関す
る基礎知識を総合的・系統的に提供することを通じて、この問いへ
の補助線を提示する。インターネット上には、台湾に関する情報が
あふれている。しかし、そうした知識は往 に々して断片的であり、とき
に不正確でもある。私たちは、地域研究としての台湾研究の成果を
もとに、学生・社会人のための教養書として、ビジネス・メディア関
係者に有益な参考書として、また市民学習のハンドブック、歴史研究・
地域研究の入門書として活用できるレファレンス・ブックとして、本
書を編んだ。執筆者は、日本および台湾で台湾研究を行う65 人
の専門家たちである。� （本書「序」より）
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序
本書の構成と内容のガイド
歴史上の地図に描かれてきた台湾／現在の台湾地図

Ⅰ　台湾史概説
総　説　春山明哲
17～19 世紀　春山明哲
政治・経済史 1868～1945 年　春山明哲
社会・文化史Ⅰ  1850～1945 年　松金公正
政治史 1945～2024 年　松田康博
経済史 1945～2024 年　川上桃子
社会・文化史Ⅱ  1945～2024 年　松金公正

Ⅱ　台湾史事典（全 179項目）

Ⅲ　文献レファレンスと研究レビュー
先史時代・考古学・台湾の先住集団　野林厚志
オランダ統治時代・鄭氏時代　久礼克季
清代台湾　張士陽
近代日本・台湾関係史（1874～1895～1945）　春山明哲
政�治史・外交（対外関係）史、�
国際関係 （1943～2024 年）　松本充豊
経済史・産業史　湊照宏・川上桃子
社会史　菅野敦志・松金公正
文学史　大東和重

文化史　三澤真美恵
女性史・ジェンダー史　野村鮎子

Ⅳ　台湾史研究の思想と方法
学際研究としての台湾史　上水流久彦・西村一之
台湾原住民族研究史　宮岡真央子
台湾における台湾史研究　何義麟・冨田哲
伊�能嘉矩から矢内原忠雄まで�
――「知の媒介者」としての後藤新平　春山明哲

台湾史研究と地域研究――若林正丈の方法　家永真幸
「帝�国史」研究の課題�

――台湾史研究と朝鮮史研究の「相互参照」を中心として　松田利彦
〈論考〉 台�湾研究のメタヒストリー�

――地域研究としての台湾と日本　梅森直之

Ⅴ　研究ガイド
研究組織・研究機関・海外　山﨑直也
図�書館・アーカイブにおける近現代台湾関係資料　堀内寛雄�
――国立国会図書館憲政資料室を中心に

資料編
台湾史ライブラリー
台湾史・日台関係史 基本年表

総合索引
あとがき――「レファレンス・ブック」とはなにか？　本書刊行までの歩み
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